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山口幸太会長 

2023年3月24日にフレッシュ交流会がヨコハマグランドイン

ターコンチネンタルホテルで行われます。 

入会3年未満の新会員を対象とした会員交流会となります。 

対象の方はご参加ください。 

米山記念奨学会寄付・表彰 
  米山功労クラブ  ３９回 受賞    

➢ 米山功労者 
 第 8 回 米山功労者  

   須山康成会員・関 進会員   

 
 第 5 回 米山功労者  森川友生男会員 

 
 第 4 回 米山功労者 

石川三枝子会員・渡部典行会員 

 
 第 2 回 米山功労者 

山口幸太会長・坂本竜麻副会長 

安東仁志会員・牧島聡会員 

 
 第 1 回 米山功労者 長島章浩会員 

 
                  計 10 名 

 

 

坂本将平幹事 
◎ 例会変更のお知らせ 

〈 川崎ＲＣ 〉 

    2月9日(木)  休会 （祝日週のため） 

2月23日(木)  休会  祝日 

 

  〈 川崎南ＲＣ 〉 

    2月14日(火)  休会 （定款細則により） 

2月21日(火)  休会  （祝日週のため 

〈 川崎大師ＲＣ 〉 

    2月8日(水)  休会 （祝日週のため） 

2月22日(水)→25日（土）に変更 

 「創立50周年記念式典」 

点鐘：17：30記念式典 場所：ﾎﾃﾙﾆｭｰｸﾞﾗﾝﾄﾞ 

 

  〈 川崎マリーンＲＣ 〉 

    2月9日(木)  「創立30周年記念式典」 

    点鐘：16:00 場所：ﾖｺﾊﾏｸﾞﾗﾝﾄﾞｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ 

2月23日(木)  休会  祝日 

〈 新川崎ＲＣ 〉 

    2月22日(水) 休会 （祝日週のため） 

3月8日(水) 休会  理事会裁量 

3月22日(水) 休会  （祝日週のため） 

3月29日(水) 休会  （祝日週のため） 

◎ 週報を送ってくださったRC 

      川崎とどろきＲＣ 

◎ 本日の配布物 

     会報 1/11.1/23分 

ガバナー月信 

米山記念奨学会への寄付の領収書 

 

 

坂本竜麻副会長 

簔口昌明様…本日も宜しくお願いいたします。  （川崎RC） 

島田精二様…今日はお世話になります。   （川崎ﾏﾘｰﾝRC） 

山口会員……先日はﾌｧﾐﾘｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞの参加ありがとうございまし

た。本日のご報告を楽しみにしております。 

坂本(将)会員…皆様こんにちは。先日はﾌｧﾐﾘｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞお疲れ様

でした。2日間出席させていただきましたので、た

くさんのご意見を聞かせていただき大変勉強にな

りました。 

川島会員……①夜間移動例会大変お世話様でした。 

楽しく過しました。 

②Ｂｸﾞﾙｰﾌﾟﾌｧｲﾔｰｻｲﾄﾞお世話様でした。 

③島田さんようこそ!! 

関 会員……先日の3回に亘るﾌｧﾐﾘｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞでは、盛り上がり大

成功で終り感謝します。今日はその発表です。リ

ーダの皆様よろしくお願いします。R情報副委員長

として 

松本会員……①先日のﾌｧﾐﾘｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞでは、瀧上ﾘｰﾀﾞｰ･石川ｻﾌﾞﾘ

ｰﾀﾞｰお世話になりました。 

②森崎さん先日はお世話になり、ありがとうござ

います。 

森本会員……2月ですね。 

青木会員……①先日のﾌｧﾐﾘｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞは皆様ご参加ありがとうご

ざいました。 

②川崎ＲＣの簔口様ﾏﾘｰﾝRCの島田様ようこそ。 

中村会員……①お久しぶりですね。 

②節分も終わってホッとしています。 

林さんありがとうございました。 

③ﾌｧﾐﾘｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ発表の皆様よろしく。 

石川会員……今年初めての通常例会です。改めまして今年もよ

ろしくお願い致します。 

木村会員……立春を過ぎてまだ寒いですが、よろしくお願いし

ます。 

上原会員……皆さまこんにちは♡遅ればせながら、本年もよろし

くお願いします！ＦＭのご報告の皆様よろしくお

願いします。 

渡部会員……皆様寒い日が続きますが、身体に気を付けてガン

バリましょう。 

阿野会員……皆様ﾌｧﾐﾘｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞお疲れさまでした！色々な意見

が聞けて楽しかったです。竜麻さんには締めのラ

ーメンまでお付き合いいただきまいたが、所々記

憶がありません…。 

伊藤（弘）会員…しばらく例会がなかったので危うく忘れると

ころでした。ギリギリに思い出して走ってきまし

た。外部卓話の録音もずいぶんやっていないので

寂しいですね。通常例会が待ち遠しいです。 

会長報告 

幹事報告 

スマイルレポート 
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安東会員……2月21日㈫商工会議所2Fにおいて｢就業規則｣の無

料セミナーを行いますので、ご興味のある方は是

非お申込みください。 

牧島会員……例会場に向かっている途中、スマホを忘れて来た

のに気づいて慌てて取りに戻りました。スマホを

忘れることの不安感は非常に大きいですね。 

本多会員……久しぶりの通常例会ですね。先週のファミリーミ

ーティング皆様ありがとうございました。私のグ

ループもお一人お一人の考えやお話がとても勉強

になりました。 

今日の発表とても楽しみです。 

長島会員……今年初めての通常例会ですね、親睦任期の残りが5

か月ですが、さらに親睦を充実させたいと思いま

す。 

林(敏)会員…今日は途中で退席となります。 

ﾌｧﾐﾘｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞお疲れ様でした。 

森崎会員……皆さん、久々の例会です。今年もよろしくお願い

します。 

和田会員……久々の定例ですね。最近は晴天が続きますが週末

は冷え込むようですので、暖かくしてお過ごしく

ださい。 

瀧上会員……昨日で44歳になりました。ソロ目で覚えやすい年

です。 

高後会員……今年こそゆったりとした行動を…と思っていたの

に、今日も駅までダッシュしている自分に笑って

しまいました。 

坂本(竜)会員…今年も宜しくお願いします。 

 

 

 

 

ファミリーミーティング報告 

テーマ 『奉仕活動について』 
 

初めに、青木Ｒ情報委員長よりお話がありました。 

 ■Ａグループ Ｌ 瀧上  ・ＳＬ. 石川  
 安東･飯島･伊藤康人･木村･久住･熊野･萩原･林敏夫 

牧島・松本・森崎・渡部・山口・坂本将平 16名 

  日 時： 令和5年1月25日 (水)  18：00～ 

   場 所：  吉川      

 
＊奉仕活動をするには、まず親睦が大事。 

色々な話ができ、その中で奉仕の心が生まれる。 

＊外部との組み立てを考える。外交的な活動が必要。 

 国際的、（今まで行っている留学生の支援の継続等） 

 近隣の多クラブとの関わり方、県外の姉妹クラブ（友好クラ

ブ）を考える。 

＊奉仕の一番は社会奉仕だと思う。 

 「継続は力なり」継続させることが大事。 

市民祭り、地区補助金の活用等々。 

何ができるか小さなことからはじめては？例えば子供たちが

安心して生活できる様、地域の町内会と共に夜の見回り、交

通安全の旗振り等。 

ロータリーには歴史があるだろうけど、本当に困ってる人を

助けたい。 

昨年フードバンクへのお米等食品の差し入れ、心臓病を患っ

ている子への支援ができて本当に良かったと思います。 

＊職業奉仕が一番の根幹かなと思う。 

 先ずは自分の職業を第一に考える。 

 自分の仕事がうまくいかないと、奉仕どころではない。 

＊ロータリークラブが何をやっているのかもっともっとアピー

ルし、全員参加型の奉仕活動を増やせる様考える。 

＊先ずはロータリークラブに入会して、出席する事、会費の納

入、ニコニコへの参加、米山奨学生、ロータリー財団等への

定期的な寄付に協力する事が最大の奉仕活動だと思う。 

＊生きていることが全ての奉仕に関わってきている。 

（一番の名言） 

 

 ■Ｂグループ Ｌ. 廣瀬 ・ＳＬ. 本多  
  阿野・川島・高後・佐野・関根・長島・中村・渡辺・林

信宏・山口・坂本竜麻・坂本将平・関  15名 

  日 時： 令和5年1月30日（月） 18：00～ 

   場 所：  銀座ライオン川崎駅前店 

           

 ・「今働いていることが奉仕」。去年の市民祭り、一  部の

会員に負担が集中、きつかった。ルールが必要、みんなが

協力する必要があるのでは。 

・RI財団寄付、米山寄付など誇らしい。ロータリーは歳、立

場関係なく平等であり、みんなが協力しなければならない。

奉仕は、現場の声を聴き、彼らが本当に欲しいもの、実感

を得られるようなものことを提供。 

・自分の仕事が第一。その上で余力で奉仕する。長続きさせ

ることが大切で、ある意味軽く考えることも必要。楽しく

やれなければだめ。 

・ボランティア(自分でやること）、奉仕（みんなでやること）。 

・現状、このFMの話し合いを今後に役立たせてない。検証、

反省、改善されていない。そういう会に意味はあるのか。 

・自分と自分の家族を幸せにすることが第一。その次に、奉

仕。もっと話し合う場が必要。継続性があるならば、意味

がある。一方、年に２回もやる必要ある？ 

・いろいろな立場、考え、状況→考えをまとめるのはとても

大変。自分の考えを押し付けるのは違う。その違いをベテ

ランの優しさ、見守ってくれていることがありがたい事。

エネルギーを感じ、協力したい人が、友情でやればいい。

許し合う、強要しない。自然発生的。 

・最初は、ファイアーサイドMTG。奉仕活動、等頑張ってい

る。新しいメンバーが入っている。紹介した人が、責任を

持つ。１年は隣に座り、慣れるまでケアする。新入会員が

聞けないことを消える状況を。新人講習をしてほしい。最

近、そこがなあなあに。ゴルフやらない人へのケア。他の

レクを。 

・一人では何もできないが、皆であれば力が出る。強制され

るものでない、やれる人がやればいい。積極的に、自分た

ちでやれること、やりたいことを見つけてくる。見つける

のも、我々の仕事。 

市民祭り、皆で協力するなら,賛成。しないなら、反対。 

好きだったし,協力できた.それは負担でなかった。 

初めての行事が市民祭り。すごいことしてるな。 

何してくれともいわれてない。とりまとめ。 

大社長が頑張った。非効率的、目的分からない。目的が共

有されてない。なぜ市民祭りが始まったか？やるなら全員

参加。事務局の負担。 

1650回 25件 27,000円 累計 394件 618,000円 

卓 話 
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・細かい役割分担。社会奉仕委員長だけに負担課さない。方

向性見えてきた。先輩のお話しですごく勉強になった。個

人的に、これからの次世代のロータリアンを作る。 

・社員さんを雇っている→社会奉仕。ロータリーに入ってい

るだけで、奉仕ですよ。無理やり、奉仕ってこともない。

めちゃくちゃ考えすぎる必要ない。でもアンテナを張って

頂く。一人でできない。親睦という形で次なる奉仕を見つ

ける。さらに来年へ。目標の共有がとても大切。 

・組織図、機能してない？もっと、機能的に。部署別に話し

合いが行われてない。 

一人一一役。 

      

 ■Ｃグループ Ｌ. 柳町 ・ＳＬ. 森川  
 石田・伊藤弘志・島田・須山・谷中・坪井・森本・和田・

坂本竜麻・青木                 12名 

 日 時：  令和5年1月27日 (金) 18：00～ 

 場 所：  吉川 

      

・まず、今期財団委員長からのお願い。例年どおり15000円分の

寄付金についてご賛同お願いします。なお、円安の影響があ

るが、不足分はﾆｺﾆｺから拠出予定。奉仕とはｻｰﾋﾞｽ。寄付も奉

仕にはなる。難しく考えないで、できることはやっていくべ

き。また、R財団の奨学生の推薦を当クラブから行う予定。こ

ういった奨学生の援助も寄付金から援助できることになり、

奉仕活動の一つの方法だといえる。奉仕には、社会奉仕、国

際奉仕、青少年奉仕と色々あるが、暗中模索でやっている状

況。何をやるにしても費用が掛かる。今後、各会員から提案

してもらえばいいと思う。 

・奉仕活動と言っても幅広い。ただ、皆さんが確実にやってい

る奉仕活動は、職業奉仕。全員が自分の仕事に自信を持って

おり、努力をしている。これが社会奉仕にもつながる。慌て

ずに、＋αで何かできることをやれば良い。寄付も一つの奉

仕。その意義を考え、ﾘﾗｯｸｽして、角度を変えて奉仕活動を考

えましょう。地区は、青少年奉仕を一番に考えている。次世

代のロータリアンの育成につながるので、青少年にボランテ

ィアを理解してもらうことが大切。中央はここが手薄。若い

人を育てるのは大変だが、自分がまず周りをケアし、ボラン

ティア活動を教えることが第一歩になる。大げさに考えずに

やりましょう。 

・今期、青少年奉仕委員長を拝命。先日の日曜に聖光学院で行

われたインターアクトの会合に出席した。各高校で考えた奉

仕活動について発表がされた。募金活動やﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙの蓋の回

収等が発表された。啓蒙活動として意義があると感じた。未

来のﾘｰﾀﾞｰを育てることが大切。そのためには、正しい教育が

必要。その中でもマネーリテラシーの項目があったが、すご

くいい方向性だと感じた。なお、次年度から地区の青少年委

員に就任予定とのこと。   

・奉仕活動を一言でいうのは難しい。今は自分のことで精一杯

だが、自分の仕事をすることが社会奉仕につながると思う。

また、例会に参加することで奉仕がどういうものか見えてく

ることもある。苦言を呈することになるが、今の中央の活動

はずれていると感じることもある。あくまでもRは奉仕団体。

まずは原点に帰る必要がある。このことを前向きに考えて欲

しいし、次年度会長にもそのことを伝えたい。  

・コロナで何もできない３年弱。ようやく今期活動ができるよ

うになってきた。まずは親睦からやることも大切。新入会員

も増え、今までと違うやり方で参加できるやり方に変える必

要がある。親睦活動を通じて横の絆もでき、それも必要。今

回、市民祭りできたことで横の繋がりはできた。これからバ

ランス取りながらやることが大切。ﾗｸﾞﾋﾞｰﾎﾞｰﾙの提供ができ

たことは良かった。小さなことでも日を当てて行うことに意

味があると感じた。 

・2016年10月に入会した。今期、市民祭りに参加して、各会員

が無償労働をして２０万円寄付金を作ったのは良かった。た

だ、有志で準備すると特定の人に負荷がかかるのは事実なの

で、今後は作業量の標準化が必要。今期は広報委員長の他、

地区の平和フェローシップ委員会（？）のカウンセラーもや

っている。前回の時の反省を活かしてカウンセラーの動き方

が分かってきた。来期はノミニーになる予定。これまでの迷

惑をかけてきた分、仕事を投げうってでもやる覚悟です。 

・もうすぐ入会して３年目に入る。前回のFMで高校生の中に制

服が買えない子もいるため、制服等のリサイクル活動ができ

ないかという話が出た。自分で学校に掛け合うことは難しい

と感じたが、まずは自分でできることから始めようと思い、

自分の写真館に来ているお客さんで、制服やジャージのリサ

イクル活動を始めた。同じ学校に通っている子供がいるお客

さんにリサイクル品を提供することができるよう体制を作っ

ている。まずは自分でできることから始めることが大切。 

・今期は社会奉仕委員長を拝命。当初、フードバンクに食料品

を寄付し、今後も継続的にできると思っていた。９月頭に市

民祭りをやることになってバタバタしたが、無事に終わり、

今は一息ついている。ﾁｬｰﾀｰﾒﾝﾊﾞｰから話を聞くと今まで色々

奉仕活動をやってきたようだ。ただ、継続的な奉仕活動は難

しいと思う。これからは、皆でいろいろ試してやっていくこ

とが必要なので、これから考えてやっていきたい。 

・去年ﾗｸﾞﾋﾞｰﾎﾞｰﾙを寄贈できた。子供達からありがとうと言っ

てもらえるのは嬉しい。やはり、奉仕の対象が見えることを

やるべき。今年の奉仕事業として、精神障害者の訓練施設に

卓球台を寄贈した。就労支援施設で、通所者はひきこもりな

どの軽度の障害者。社会復帰のためにはきっかけが必要なの

で、卓球ができるということであれば、一つの楽しみとして

施設に来てもらえるようになる。次は大会に出てもらう等、

勝つ喜びを持たせてあげたい。交流試合をやりますと言った

手前、今期に実現して欲しい。会員がやって良かったと思え

るなら、これからも楽しく奉仕ができるようになる。そのよ

うに感じられる奉仕活動行えるよう助言・提案していくのが

ベテランメンバーの役割だと思う。 

・皆さん素晴らしい意見。谷中社会奉仕委員長、今期はありが

とうございました。自分としては市民祭りを続けることに疑

問を感じるが、やりたい人もいるので、これから上手いﾙｰﾙ

を作れば良い。以前からコナの友好クラブに行ってみたいと

思っていた。コナに限らず、友好クラブができればいい。 

・寄付だけでは物足りない。今年、大変だったが市民祭りがで

きたことは良かった。最近仕事で障害者施設を訪れることが

あった。職員の方は、障害者の方が楽しく生活できるよう配

慮していた。奉仕の心を持って仕事をしていると感じた。こ

のような考えを吸収して中央の活動に活かしていきたい。 
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山口幸太会長指針   『 親睦の中から奉仕の理想を生み出す 』～止まっていた時間を動かす～ 

 


